





































るが、この関連はまだ報告されていない。本研究の第 1 の目的は、CHRNA4 遺









究の第 3 の目的とした。 
	 第 2 章では、本研究で用いられた遺伝子多型解析の原理について記述した。
具体的には、PCR-RFLP 法、アガロースゲル電気泳動、リアルタイム PCR 法
を用いた SNP タイピングについて述べた。ハーディー−ワインバーグ平衡の法
則についても記述した。また、本研究で用いられた手法の詳細も記述された。 











意課題(Attention Network Test:ANT)を課し、CHRNA4 とこれらの認知課題成
績の関連性及び課題間相関から瞬間シーンカテゴリ認識と注意の関係性につい
て検討した。その結果、CHRNA4 の TT 型/CT 型の瞬間シーンカテゴリ認識課
題成績が CC 型より高いというアセチルコリンの瞬間シーンカテゴリ認識に対
する効果が見られた。一方、CHRNA4 と ANT の相関及び課題間相関は確認さ
れず、少なくとも ANT で測定される注意の下位機能(Orienting 機能、Alerting
機能、Executive 機能)と瞬間シーンカテゴリ認識の関係性は確認されなかった。
これらの実験の結果は、CHRNA4 は注意を媒介とせず瞬間シーンカテゴリ認識
と作用する可能性を示唆している。実験 1 で得られた CHRNA4 と瞬間シーン
カテゴリ認識の関係性は単一の実験条件(SOA が 93ms)の結果に基づいた解釈
であり、実験 1 の結果の妥当性を検討する必要があった。そこで、実験 1 とは
独立のサンプルと異なる刺激セットを用いて CHRNA4 と瞬間シーンカテゴリ
認識の関連の再現性を検討した。その結果、実験 1 とは独立のサンプルと異な
る刺激セットを用いた場合でも、CHRNA4 の TT 型/CT 型の瞬間シーンカテゴ
リ認識が CC 型より高かった。また、実験 2 では、実験 1 の SOA 条件(93ms)
だけでなく、67ms の条件でも多型効果が見られた。実験 1 と 2 の結果では、注
意の影響を受ける長い SOA 条件(Bachmann, Luiga, & Põder, 2005; Loftus & 






Oliva, 2009; Oliva & Torralba, 2001)。従って、分散的注意が上位レベルカテゴ
リ認識に重要な役割を果たしており、その優位性の結果、CHRNA4 の TT 型/CT
型の自然シーンカテゴリ認識パフォーマンスが CC 型と比べて高いことを示唆
している可能性がある。実際、分散的注意を必要とする多物体追跡課題(Multiple 
Object Tracking: MOT)においても、TT 型の分散的注意パフォーマンスが高い




空間手がかり課題において、CHRNA4 の CC 型のターゲット刺激に対する反応
時間の利得(Benefit)が TT 型/CT 型より大きいことが報告されている
(Parasuraman et al., 2005)。ゲノムワイド関連研究及び候補遺伝子研究では、
結果の再現性が問題視されている(Lohmueller et al., 2003; Chanok et al., 
2007; Chabris et al., 2012)。そこで本研究では、Parasuraman et al. (2005)の
追試実験を行い、日本人を対象に彼らの結果の再現性について検討した。その
結果、Parasuraman et al. (2005)とは逆パターン、すなわち TT 型/CT 型の
Benefit が CC 型より大きいという多型効果が見られた。さらに、実験 1 の課題
（アルファベットが母音か子音の判断）の難易度は、先行研究の実験参加者（米
国人）と実験 1 の実験参加者（日本人）では異なる可能性がある。従って実験 2
では、言語的ニュートラルなターゲット刺激としてガボールパッチを代用し、
方位弁別課題を行った。しかし、実験 2 の結果は実験 1 と同様、日本人では
Parasuraman et al. (2005)の結果の再現性は認められなかった。第 4 章より、
未だ黎明期にある SNP 研究の追試実験の重要性が示唆された。先行研究を再現
できなかった理由として、出版バイアス、効果量の過大評価、加齢、男女差、
文化差などがあげられる(Houlihan et al., 2009; Zollner & Pritchard, 2007; 
Robinson & Kertzman, 1990; Rubia et al., 2010; Masuda & Nisbett, 2001)。
特に、先行研究の実験参加者の平均年齢は本研究より 10 歳以上年齢が離れてい
た。実際、加齢による脳構造の変化、加齢と SNP の相互作用が空間的注意パフ







	 第 5 章では、空間手がかり課題における西洋人（カナダ人）と東洋人（日本
人）の CHRNA4 の多型効果を検討した。西洋人は Parasuraman et al. (2005)
の結果、東洋人は第 4 章の研究結果と同様の多型効果が観察されることが予想
された。実験では、両国間の課題の難易度を統制するため、第 4 章の実験 2 で
用いられたガボールパッチの傾き判断を実験参加者に課した。実験の結果、日
本人の CHRNA4 の TT 型/CT 型の Benefit は CC 型よりも高く、カナダ人のデ
ータでは、CHRNA4 の多型効果は見られなかったが、CHRNA4 と文化の相互
作用が認められた。CHRNA4 と文化の相互作用には、日本人の Benefit の多型
間の違いが大きく影響していると考えられた。カナダ人のデータで多型効果が
確認されなかった原因のひとつとして、文化間のリスク選好の違いが考えられ








	 第 6 章では、第 3〜5 章で明らかになった研究結果について、アセチルコリン
と注意機能の関連を総合的に考察した。シーン知覚との相関を含む本研究の結
果は分散的注意機能の介在を想定することで統一的に説明できるという仮説を
提案した。一方、研究の再現性の有無とその理由を正しく評価するためには、
被験者集団の年齢、文化的背景とその影響に関する綿密な考察が不可欠である
ことを先行研究の知見も併せて議論した。 
